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（
特
定
社
会
基
盤
事
業
者
の
指
定
の
通
知
）

第
三
条

法
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
通
知
は
、
様
式
第
一
に
よ
る
指
定
通
知
書
に
よ
っ
て
行
う
も
の

と
す
る
。

（
特
定
社
会
基
盤
事
業
者
の
指
定
等
に
関
す
る
公
示
等
）

第
四
条

法
第
五
十
条
第
二
項
（
法
第
五
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
指
定
（
同
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
指
定
の
解
除
）
の
公
示
は
、
官
報
に
掲
載
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
し
た
と
き
は
、
当
該
公
示
の
日
付
及
び
内
容
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
社
会
基
盤
事
業
者
の
名
称
等
の
変
更
の
届
出
）

第
五
条

法
第
五
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
様
式
第
二
に
よ
る
名
称
等
変
更
届
出
書
に
よ
っ
て
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
社
会
基
盤
事
業
者
の
指
定
の
解
除
の
通
知
）

第
六
条

法
第
五
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
解
除
の
通
知
は
、
様
式
第

三
に
よ
る
指
定
解
除
通
知
書
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
立
入
検
査
の
証
明
書
）

第
七
条

法
第
五
十
八
条
第
二
項
の
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
同
条
第
三
項
の
証
明
書
は
、
様
式
第
四
に

よ
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
号

経
済
施
策
を
一
体
的
に
講
ず
る
こ
と
に
よ
る
安
全
保
障
の
確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
四
十
三

号
）
第
五
十
条
第
一
項
及
び
第
九
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
省
関
係
経
済
施
策
を
一
体
的
に
講
ず
る
こ
と

に
よ
る
安
全
保
障
の
確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
定
社
会
基
盤
事
業
者
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

令
和
五
年
八
月
九
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

厚
生
労
働
省
関
係
経
済
施
策
を
一
体
的
に
講
ず
る
こ
と
に
よ
る
安
全
保
障
の
確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
特
定
社
会
基
盤
事
業
者
等
に
関
す
る
省
令

（
特
定
重
要
設
備
）

第
一
条

経
済
施
策
を
一
体
的
に
講
ず
る
こ
と
に
よ
る
安
全
保
障
の
確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第

四
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
水
道
事
業
及
び
水
道
用
水
供
給
事
業
に
係

る
特
定
社
会
基
盤
事
業
に
つ
い
て
の
同
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
当
該
水
道
事
業
（
簡
易
水
道
事
業
を
除

く
。以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
水
道
用
水
供
給
事
業
を
行
う
者
の
当
該
事
業
の
用
に
供
す
る
浄
水
施
設（
一

日
当
た
り
の
浄
水
能
力
の
最
も
大
き
い
も
の
か
ら
順
次
合
計
し
て
得
た
数
が
、
当
該
水
道
事
業
又
は
水
道
用
水
供
給

事
業
を
行
う
者
の
全
て
の
浄
水
施
設
の
一
日
当
た
り
の
浄
水
能
力
を
合
計
し
て
得
た
数
の
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
達

す
る
ま
で
の
も
の
に
限
る
。）に
お
い
て
、
浄
水
処
理
の
各
工
程
の
稼
働
状
況
を
包
括
的
か
つ
集
中
的
に
監
視
し
、
か

つ
、
当
該
各
工
程
を
制
御
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
（
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。）と
す
る
。

（
特
定
社
会
基
盤
事
業
者
の
指
定
基
準
）

第
二
条

法
第
五
十
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
定
社
会
基
盤
事
業
の
種
類
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
水
道
事
業
に
係
る
特
定
社
会
基
盤
事
業

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法

律
第
百
七
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
給
水
人
口
が
百
万
人
を
超
え
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

二

法
第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
水
道
用
水
供
給
事
業
に
係
る
特
定
社
会
基
盤
事
業

水
道
法
第
二
十
六

条
の
認
可
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
一
日
に
給
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
最
大
の
水
量
が
五
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。




		2023-08-08T14:45:31+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み


	



